
土地検査協会は「グリーンテスト」を通じてSDGsの理念に賛同し、事業認定を受けております。
私たちは持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。

土地検査（グリーンテストについて）

広島県宅地建物取引業協会
安芸・賀茂支部様
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設 立：２０１８年
会員数：２８社
事務局：静岡県浜松市中央区北島町1521

土地検査協会の概要

協会の目的

・土地情報を適切な調査により可視化し不動産取引の安心と安全に
寄与します。

・安心と安全な不動産取引により取引の円滑化と流通活性化に寄与
します。

・土地トラブルから不動産業者と売主・買主を守り安心できる
住環境を提供します。
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出雲建設株式会社

所在地：広島県東広島市黒瀬楢原北3丁目10番14号

事 業：土地検査（土壌汚染調査・埋設物調査・地盤調査）
各種地盤調査
各種地盤補強・改良工事
地盤保証

土地検査協会 広島エリア担当
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❏土地に潜む見えないリスクについて

❏グリーンテストとは

❏埋設物見舞金制度保証について

❏採用事例

❏実際にあった事例

【本日の内容】
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土地に潜む見えないリスクについて
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土地に潜む見えないリスクによるトラブル

物理的トラブル・・・構造物の沈下事故など

金銭的トラブル・・・トラブル対応にかかる予期せぬ

出費、不動産の資産価値低下

社会的トラブル・・・信用失墜、風評被害（SNS等の普及）

身体的トラブル・・・健康被害（身体、精神）など

土地に潜む見えないリスクについて
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リスクに備えておくことで

物理的トラブル・・・事故を予見し未然に回避

（建物不同沈下、埋設物ﾄﾗﾌﾞﾙ）

金銭的トラブル・・・調査/解析で予期せぬ出費、

資産価値の低下を未然に防止

社会的トラブル・・・事前告知により信用向上

身体的トラブル・・・健康被害（身体、精神）回避

土地に潜む見えないリスクについて
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グリーンテストとは
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グリーンテストとは

土地のインスペクション【地盤３大リスク】を調査

土地を適切に評価し安心取引という価値を付ける。
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グリーンテストとは

調査は３つの調査を複合的に行います。
ニーズに合わせ、必要な調査を組合わせる事が可能。

地盤調査 地中探査 土壌診断
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グリーンテストとは
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グリーンテストとは

地盤調査：スクリューウエイト貫入試験
➡ 地盤の支持力調査・地中埋設物調査を実施します。
➡ フェノールフタレイン反応試験を実施します。

地盤調査
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グリーンテストとは

地中探査：ドリル貫入式による試験
➡ GL-0.8ｍまでの地中埋設物の有無を確認します。
➡ フェノールフタレイン反応試験を実施します。

地中探査
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グリーンテストとは

土壌診断：簡易土壌診断（11物質＋油臭油膜試験）
➡ GL-0.5ｍまでの土壌を採取し簡易法にて分析します。
➡ 油臭油膜試験も実施します。

土壌診断
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グリーンテストとは
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グリーンテストとは

❏ 調査の契機
契機Ⅰ 義務調査【法3条調査】

水質汚濁防止法、下水道法に基
づいて「特定施設」を役所へ届け
出ている工場が対象となり、かつ土
壌汚染対策法で定められている特
定有害物質を使用している工場で
は、特定施設の使用を廃止する際
には必ず調査が必要になります。

水濁法・下水道法の特定施設の廃止

契機Ⅲ 自主調査契機Ⅱ 義務調査【法4条調査】

3,000m2を超える土地の形質変
更の時(解体、開発時)には、届出
が必要で、土壌汚染調査が必要と
なることがあります。
そして、都道府県知事が調査の必
要性を判断し、汚染のおそれがあ
ると判断された場合には調査命令
が出ます。

・ 「土地の形質の変更」とは
50㎝以上の土地の形状を変更する行
為全般 (掘削・切土・盛土等)をいいま
す。

・土地の形質変更を行う30日前までに
届け出なければならない。

土地の売買や賃借、M&A、融資
に関わる土壌汚染調査などになり
ます。
実際に行われている土壌汚染状
況調査の8割以上は自主調査に
よるものです。
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グリーンテストとは

地歴調査「フェーズ1」
❏土地の履歴を調べ、利用履歴から「汚染のおそれ」を調べます。

費用:約30万円～
※対象地の利用状況や土地の面積や筆数等により費用は異なります。

表層土壌調査「フェーズ2」
❏基本、地表面から50cmの深さの土壌を採取して分析する調査です。

費用:約30万円～50万円程度（900㎡以内）
※敷地形状や土地の利用状況・有害物質の使用履歴によって費用が異なります。

詳細調査（ボーリング調査）「フェーズ3」
❏土壌汚染の深度方向（10ｍ）への分布および地下水汚染の有無を調べます。

費用:1ヶ所＝約50万円～80万円程度
※土壌汚染の範囲や調査箇所数、分析項目によって異なります。

対策工事（浄化工事）「フェーズ4」
❏汚染状況・物質に応じた対策工事（浄化工事）を行います。

費用:数百万円～数億円
※汚染物質の種類・濃度や、対策方法/範囲（広さ・深さ）によって異なります。

法令・条例に抵触する場合は、すべてにおいて別途費用が発生します。

❏ 調査費（イメージ）
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グリーンテストを実施し、加入条件を満たした場合に
「埋設物見舞金制度保証」を付保できます。

撤去費用等にかかる金銭的リスクを軽減

２５０㎡までを保証（調査数により保障対象面積の拡張が可能）

埋設物見舞金制度保証につて
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埋設物見舞金制度保証

■契約単位:250㎡以下（250㎡以上の場合は複数契約）

■保証料:１口あたり Me-my80=15,000円,Me-my200=30,000円

■保証額最高限度:80万円 ※撤去費用（免責金額2割）

例）埋設物見舞金＝損害額（最高限度額100万円）×0.8（最小支払割合）

■保証期間:報告書の診断日より2年間

■対象深度:Me-my80 80㎝まで

Me-my200 200㎝まで

■調査内容:Me-my80 ⇒ 25㎡につきスクリューウエイト貫入試験又は、

ドリル貫入試験を1箇所以上実施

Me-my200 ⇒ 25㎡につきスクリューウエイト貫入試験1箇所以上実施

■地表面状態:更地
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採用事例

❏事例Ⅰ
仲介物件
「売地の埋設物が懸念される」

＜心配ごと＞
・売買にあたり埋設物が心配。
・売買後のトラブル。

＜解 決＞
・グリーンテスト実施済として、安心
して売買できた。

・保証も付保したので、万が一の備え
もできた。

● 地盤調査
▲ 地中探査
■ 土壌診断
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採用事例

❏事例Ⅱ
仲介物件
「自動車整備工場跡地の売買」

＜心配ごと＞
・土壌汚染が心配。
・対策費用が掛かると困る。

＜解 決＞
・汚染もなく、売主も安心してくれた。
・買主にもしっかり説明できた。

■土壌診断箇所

21



採用事例

❏事例Ⅲ
自社分譲地
「売買後のトラブル防止」

＜心配ごと＞
・売買にあたり埋設物が心配。
・業者責任もあるのでトラブル防止。
＜解 決＞
・自信をもって販売できた。
・他社との差別化ができた。

● 地盤調査
▲ 地中探査
■ 土壌診断
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実際にあった事例

❏事例Ⅰ
グリーンテスト
「解体後の更地での調査」

＜調査内容＞
・地中探査（ドリル貫入式）

＜調査結果＞
「埋設物あり」
・コンクリートガラの埋設あり。

❏事例Ⅱ
埋設物調査
「瑕疵担保期間切れ前での調査」

＜調査内容＞
・アースオーガー

＜調査結果＞
「埋設物あり」
・大量のコンクリートガラ発見。
・鉄くず、木片等も多く発見。
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【各県の宅建会員様からの相談内容】

・宅地分譲を計画している

・クリーニング店跡地の売買を計画している

・工場跡地の売買を計画している

・ガソリンスタンド跡地の売買を計画している

・地盤の近隣データがほしい

・法令、条例についてのお問合せ

・その他
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相談・見積りは無料 です。
エリア担当の「出雲建設株式会社」へ
地盤に係ることは、何でもご相談ください。

25



ご清聴ありがとうございました

私たちの夢はグリーンテストが土地取引の条件になり

不動産取引が円滑になることです。
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